外来・通所チームカンファレンス記録
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令和1年6月22日（土）　　　　　　　　司会・記録：　北城　碧　　東　和弘
	矢幅
	角濱
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	公休
	公休
	業務
	公休
	公休
	公休
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	公休
	公休
	公休

	工藤
	山田
	大川
	東
	北城
	
	
	
	
	

	公休
	公休
	〇
	〇
	〇
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

　・6月30日（日）認知症スタンプラリー開催

　　当センターも参加予定、現在イベント準備中。当日はセンタースタッフ4名参加。

　・看護研究（医療福祉学会）

　　センター、外来から1題づつ準備必要。

　　昨年同様、数字から伝えられる内容を吟味必要。

　・外来通院患者様の入院調整必要
　　病院全体で決定している6月中の退院予定なく、入院待ちの状況が続いている。
＜外来患者様情報＞
・村上　元道様～就労場所が変更になり、1週間が経過している。疲れが強い時期であり
　　　　　　　　夕食を食べると眠りに入ってしまうリズムが続いており、夜中に目がさ　　　

　　　　　　　　めたタイミングで眠剤を服用しているとの事。進退疲労もあるが、夕方
　　　　　　　　の内服調整されている。

　　　　　　　　体調変化と苛々気分の度合いをみていく必要あり。

・橋本　喜久子様～後見人来院、診察あり。

　　　　　　　　　本人不穏状態などから入院環境の希望あり。

　　　　　　　　　後見人は岩手在住の本人弟様とのコンタクトは常にとっている様子。

　　　　　　　　　入院ベッドの対応が出来るようになったら、後見人へ連絡対応していく。当日家族来れない場合いあり、入院対応をPSWと情報交換必要。

・原田　岳夫様～本人希望の心理検査が実施できずにいる。（本人様から薬物調整により

　　　　　　　　コンディションが・・・？のこだわり）

　　　　　　　　本日本人と話し合い、体調は万全ではないが実施をすすめていく事とな

　　　　　　　　る。→次回外来、7月20日（土）に実施予定で。

・金濱　しほ様～当院外来通院中。R1年6月20、21日とショートステイを利用し、夕食後服用後帰宅する。同日就寝前までは元気であったが、22日の朝起床できず反応が全くなかったことから、八戸市立市民病院へ搬送される。同院救命救急センターでの診察の結果、頭部ＣＴでの器質的な病変はなく、ベンゾジアゼピン薬剤などの過鎮静が考えられるとの見解があった。意識レベルが回復するまで入院加療が必要との判断があり、当院へ入院相談あり。15:14東病棟合併症室へ医療保護入
院となる。

